
 

 

 

 

 

紫陽花や 昨日の誠 今日の嘘   正岡 子規 

そろそろ梅雨入りが聞かれそうな時期ですが、爽やかな天気が続いています。農家の方にとっては、

そろそろまとまった雨がほしいところではないでしょうか。 

さて、学校は年度初めの大きな行事も終え、落ち着いた雰囲気の中で教育活動に取り組んでいます。

一人一人の子どもがさらに成長してくれることを期待しています。 

  

 

 

 

地域の力を学校教育に 

「地域との連携」「学社融合」という言葉が学校教育の現場で聞かれるようになって久しくなります。

社会が急激な変化を遂げる現在、学校は地域や関係機関との連携なしには機能しない時代になっていま

す。どの学校でも「地域人材活用」の名の下に、様々な教育活動に取り組んでいますが、１回限りの活動

であったり、一方が利用するだけで双方にメリットが見出されなかったりすることが多いのも事実です。 

ところが南郷小学校の活動を目の当たりにして、「これはよそと違うぞ」と思いました。登下校時に至

る所に立たれている見守り隊の方々、入学したての１年生の下校を引率される各地区の皆さん、授業の

中に入って子ども達の学習を支援されている方々等、日常の中に地域の方々の存在感が強く感じ取られ

ました。これもひとえに、学校支援地域本部コーディネーターを中心として、地域に太くて広いネット

ワークが築き上げられてきた成果であり、この南郷という地がもつ温かさであると強く思ったところで

す。 

学校としましても、地域の方々の厚意に甘えることなく、教育活動を通して地域に還元できることは

ないか模索しながら、「豊かな心と自ら学び考える力をもち、たくましく生きる児童」を育成をめざし、

地域の信頼と期待に応えていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより                        平成２９年５月３１日発行 

№２                       夢 一丸 

明治の俳人・正岡子規の作です。紫陽花（あじさい）が、日ごと花の色を変えることを 

詠んだ句ですが、移り気な世の中を皮肉っているような気もします。少なくとも私たちは 

小村寿太郎の残した言葉「誠の道」をめざして、正直に生きていきたいですね。 

※ 

※ 

裏面もご覧ください 

学社連携 

 
 
 
 
 
 
 
 

学社融合 

学 校 

学校 地域 

地 域 

●一方にはメリット

があるが、一方に

は疲労感が残る 

●長続きしない 

○双方にメリットがある。 

・教育効果が上がる 

・教員の負担軽減 

・自己有用感を得る 

（才能・能力が生かされる） 

・お互いの信頼が生まれる 

○継続しやすい。 

読み聞かせグループ「ぐりとぐら」の皆さん 

 隔週月曜日の朝、教室に入って子ども達

に読み聞かせをしていただいています。 

そのほかの地域の皆さんも今後紹介して

いきたいと思います。 

https://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q14160658354?__ysp=57Sr6Zm96Iqx44KEIOaYqOaXpeOBruiqoCDku4rml6Xjga7lmJg%3D


ありがとうございました  

ＰＴＡ奉仕作業  
 

５月２１日（日）はＰＴＡ奉仕作業でした。 

当日は休日にもかかわらず早朝より多くの会員 

の皆さんにお集まりいただき、プール清掃、校 

舎の窓ふきやトイレ掃除、花壇の整備等に汗を 

流していただきました。 

昨年までは、年４回実施していたものを２回にしたところですが、高学年児童の参加もあり予想以上

の参加者の多さで作業もはかどり、予定されていた時間よりも早く終えることができした。おかげをも

ちまして、学校全体がこれまで以上にきれいになりました。児童・職員共々素晴らしい環境の中で教育

活動に取り組むことができます。ありがとうございました。 

 

  

風水害避難訓練 

 ５月２６日（金）、「突然の大雨のため、集団下校を実施し、保護者に迎えを依頼する」という想定の

もと、風水害避難訓練を実施しました。 

 当日は、事前に保護者に計画の詳細を伝えていたこと、天気が良かったこと等の条件が重なって、特

に大きな混乱もなく終えることができました。しかし、実際には「運動場が使用できない」「保護者が急

に対応できない」「道路が冠水して交通がマヒする」「迎えの車で近隣が大渋滞になる」「電話が混雑する」

など、困難な状況を想定したら数え切れないほどです。 

学校も今回の訓練方法がベストの策とは考えていません。今回の反省及び想定される困難を加味しな

がら、さらにベターな対応策を検討していきたいと考えています。新たな対応策がまとまりましたら、

あらためて保護者や地域の皆様にお知らせします。 

この点につきまして、お気付きの点がありましたら、学校まで遠慮なくご意見ください。また、昼間

のお仕事があるにもかかわらず、お迎えに協力いただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４日（日） 

 

５日（月） 

６日（火） 

７日（水） 

 

日曜参観（午前） 

ＰＴＡミニバレーボール大会（午後） 

振替休業 

プール授業開始 

学年集会 

 

８日（木） 

１３日（火） 

１４日（水） 

２０日（火） 

 

歯科検診（５・６年） 

学校評議委員会・学校関係者評価委員会 

児童集会 

ひびき集会 

 毎週水曜日・・・・フッ化物洗口 

図書館まつり・・・６月２６日（月）：低学年 ６月２７日（火）：中学年 ６月２９日（木）：高学年 

 

６月の主な行事 

裏面もご覧ください 
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職員紹介  

○５・６年少人数算数  為永 昭子 非常勤講師  ５・６年生の算数の少人数指導を担当します。５月８日（月）から勤務しています。 

○地域コーディネーター  矢野 富子 学校と地域をつなぐ大切なパイプ役です。 

前号で平成２９年度南郷小学校職員を紹介したところですが、紹介しきれない方がお
りましたので、改めて紹介します。 

 


